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ご
挨
拶

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会

　
　
会
長
　
宇
野 

松
人

　

炎
暑
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
米
子
市
危
険
物
保
安
協
会

と
米
子
自
衛
防
火
協
会
が
合
併
し
、
新
た
に
「
米
子
地
区
防

火
安
全
協
会
」
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
新
協
会
設
立

に
際
し
、
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
は
、
米
子
市
危
険
物
保

安
協
会
及
び
米
子
自
衛
防
火
協
会
両
協
会
の
設
立
趣
旨
を
鑑

み
、「
会
員
事
業
所
に
お
け
る
防
火
・
防
災
体
勢
の
強
化
と

危
険
物
・
ガ
ス
類
の
保
安
の
確
保
に
努
め
、
会
員
相
互
の
連

携
と
親
睦
を
密
に
し
つ
つ
、
火
災
や
災
害
の
発
生
防
止
と
被

害
の
軽
減
に
必
要
な
研
究
、
知
識
の
向
上
を
図
り
、
地
域
や

会
員
事
業
所
の
安
全
の
確
保
に
期
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
新
協
会
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

基
本
的
に
は
両
協
会
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
参
り
ま
し
た
事
業

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
危
険
物
の
保
安
並
び
に
防
火
活
動
に

お
け
る
新
規
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

協
会
合
併
に
よ
り
、
会
員
事
業
所
が
各
自
業
務
を
通
し
て

自
ら
防
火
・
防
災
に
取
り
組
む
と
共
に
、
鳥
取
県
西
部
広
域

行
政
管
理
組
合
消
防
局
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
一
層
貢
献
し
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

合併協定書調印式（平成24年６月15日）
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平
成
24
年
６
月
15
日
㈮
、
西
部
消
防
局
に
お

い
て
、
米
子
市
危
険
物
保
安
協
会
及
び
米
子
自

衛
防
火
協
会
の
合
併
協
定
書
調
印
式
が
執
り
行

わ
れ
、
新
た
に
「
米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
」

が
発
足
致
し
ま
し
た
。

　

合
併
協
定
書
調
印
式
に
引
き
続
き
設
立
総
会

を
開
催
し
、
会
則
及
び
理
事
、
平
成
24
年
度
事

業
計
画
・
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
（
新
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
議
案
書
及
び
合
併
協
定
書

等
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ

い
）

【
新
会
長
及
び
新
副
会
長
の
ご
紹
介
】

　

会　

長　

宇
野　

松
人
（
米
子
瓦
斯
株
式
会
社
）

　

副
会
長　

大
場　

英
之
（
王
子
製
紙
株
式
会
社
）

　
　

〃　
　

坂
口　

元
昭
（
山
陰
石
油
株
式
会
社
）

　
　

〃　
　

上
田　

博
久
（
株
式
会
社
米
子
青
果
）

　
　

〃　
　

德
千
代
眞
史
（
株
式
会
社
米
子
髙
島
屋
）

１
．
調
査
研
究
の
部

　

⑴
先
進
地
視
察
研
修

　

⑵
危
険
物
保
安
技
術
協
会
保
安
講
習
会
（
東

京
）	

	

２
．
研
修
の
部

　

⑴
新
入
社
員
防
災
研
修
会

　

⑵
鳥
取
県
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
（
法
定

講
習
）	

３
．
講
習
会
の
部

危
険
物
取
扱
者
受
験
準
備
講
習
会

４
．
斡
旋
事
業
の
部

　

⑴
図
書
の
発
行

　
　

「
火
災
予
防
関
係
例
規
集
」

　
　

「
消
防
計
画
の
作
成
例
」

　

⑵
火
災
予
防
例
規
集
、
標
識
・
掲
示
板
、
図

書
等
の
斡
旋

　

⑶
防
火
管
理
者
講
習
会
等
の
図
書
斡
旋

５
．
会
報
発
刊
の
部	

	
	

　

会
報
刊
行

６
．
防
火
協
力
の
部	

	
	

　

⑴
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
活
動
協
力	

　

⑵
そ
の
他
、
消
防
行
事
に
協
賛	

	

　

⑶
図
書
の
寄
贈	

	
	

	

　

⑷
防
火
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
購
入	

	

　

⑸
防
火
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
貸
し
出
し	

７
．
会
議
の
部

　

⑴
定
期
総
会
、
役
員
会	

	
	

　

⑵
新
年
役
員
会	

　

⑶
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
理
事
会

収入
5,765,898円

支出
5,765,898円

講習会収入
623,260円

斡旋収入
（講習図書斡旋等）
1,586,775円

雑収入
（助成金、預金利息）
20,000円

繰入金
735,863円

事業費
2,700,000円

委託費（給料）
1,640,000円

予備費
681,028円

基金費
50,000円

交際費
30,000円

事務費（通信費、消耗品費）
314,870円

会議費（総会費、役員会費）
350,000円

【米子地区防火安全協会 平成24年度予算】

会費
（455会員分）
2,800,000円

事業費　2,700,000円

調査研究費
（先進地視察研修、危険物保安講習）

450,000円

報償費（表彰記念品等）
40,000円

研修費（新入社員防災研修会他）
50,000円

講習会費（危険物試験準備講習）
410,000円

斡旋費（図書の刊行・斡旋）
1,200,000円

防火協力費
（図書寄贈、防災ビデオ）

100,000円
会報費（年2回発行）

450,000円

収入
3,726,214円

支出
3,241,626円

【米子市危険物保安協会 平成23年度決算報告】【米子自衛防火協会 平成23年度決算報告】

収入
3,021,868円

支出
2,712,269円

基金費0円

委託費
（給料、手当、

　　　社会保険等）
　　　　　　　1,912,374円

事業費
994,381円

会費
（259会員分）
1,993,000円

雑収入（助成金、預金利息）
60,217円

講習会収入
623,260円

雑収入（助成金、預金利息）
118円

斡旋収入（講習図書斡旋等）
189,700円

予備費
13,200円

会議費（総会費、役員会費）
280,599円

基金費0円
予備費0円

事業費
1,364,824円

委託費
（給料、手当、

　　　社会保険等）
　　　　　1,274,908円

斡旋収入
（講習図書斡旋等）
1,397,075円

繰越金
860,037円繰越金

384,675円

会議費（総会費、役員会費）
66,033円

事務費（通信費、消耗品費）
6,504円

会費
（260会員分）
1,240,000円

雑費0円 事務費（通信費、消耗品費）
41,072円

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
設
立
総
会

米
子
地
区
防
火
安
全
協
会
設
立
総
会

平
成
24
年
度
事
業
計
画

平
成
24
年
度
事
業
計
画

平
成
24
年
度
事
業
計
画
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事
業
所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
危
険
物
に
対
す
る
安

全
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
は
か
る
た
め
、
危
険

物
安
全
週
間
中
の
６
月
４
日
㈪
、
東
京
の
ス
ク

ワ
ー
ル
麹
町
で
「
平
成
24
年
度
全
国
危
険
物
安

全
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
総
務
省
消
防
庁
長
官

並
び
に
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
の
表
彰

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰
】

★
個
人
感
謝
状

　

深
田　

雄
一
様

　
　
（
元　

米
子
市
危
険
物
保
安
協
会　

監
事
）

新
入
社
員
防
災
研
修
会
の
開
催

新
入
社
員
防
災
研
修
会
の
開
催

平
成
24
年
度
表
彰

米子髙島屋様　　　　　成実石油様

救助袋の体験

屋内消火栓の放水訓練

　

深
田
雄
一
様
は
、
平
成
10
年
か
ら
米
子
市
危

険
物
保
安
協
会
の
役
員
と
し
て
、
永
き
に
わ
た

り
ご
指
導
・
ご
協
力
を
頂
き
、
ま
た
、
米
子
市

危
険
物
保
安
協
会
の
発
足
50
周
年
記
念
事
業
の

際
に
は
、
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
大
変

ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
深
田
様
が
役
員
を
退
任
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
推
挙
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
危
険

物
保
安
協
会
理
事
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
で
も
同
じ
く
週
間
中
の
６
月

８
日
㈮
、
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
鳥
取
県
知
事
並
び
に
鳥
取
県
危

険
物
保
安
協
会
連
合
会
長
よ
り
、
危
険
物
関
係

事
業
所
の
功
労
者
等
に
対
し
て
表
彰
状
及
び
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
鳥
取
県
知
事
表
彰
】

★
危
険
物
優
良
事
業
所

　

有
限
会
社　

成
実
石
油
様

【
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

★
危
険
物
保
安
功
労
者

　

德
千
代　

眞
史
様

　
　
（
株
式
会
社　

米
子
髙
島
屋
）

　

中
津
尾　

健
様

　
　
（
鳥
取
日
産
自
動
車
販
売
株
式
会
社
）

　

協
会
を
発
足
し
て
、
最
初
の
行
事
と
な
る

新
入
社
員
防
災
研
修
会
を
平
成
24
年
６
月
22

日
（
金
）
に
西
部
消
防
局
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
台
風
４
号
・
５
号
の
影
響
を
う
け
天
候

の
心
配
を
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
初
夏
の
日
差
し
を
あ
び
な
が
ら
研
修

会
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

45
の
事
業
所
か
ら
１
２
２
名
の
参
加
を
頂

き
、
防
火
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
講
義

を
約
１
時
間
受
け
た
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
、

水
消
火
器
及
び
屋
内
消
火
栓
に
よ
る
初
期
消

火
訓
練
の
実
施
、
救
助
袋
等
の
操
作
及
び
使

用
体
験
、
避
難
時
の
煙
体
験
と
実
技
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

避
難
時
の
煙
体
験
で
濃
煙
の
中
か
ら
出
て

き
た
と
き
に
「
煙
で
前
が
見
え
な
く
て
怖

か
っ
た
。
本
物
の
火
災
の
煙
で
は
ど
う
な
る

だ
ろ
う
。」
と
言
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。

　

他
の
実
技
、
体
験
も
参
加
者
が
真
剣
に
取

り
組
む
様
子
が
伺
え
、
防
火
・
防
災
意
識
の

高
揚
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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平
成
23
年
２
月
１
日
の
消
防
法
改
正
に

よ
り
、
一
定
の
地
下
タ
ン
ク
を
保
有
す
る

施
設
に
つ
い
て
は
、
地
下
タ
ン
ク
へ
の
流

出
事
故
防
止
対
策
が
必
要
に
な
り
、
そ
の

猶
予
期
限
ま
で
、
残
り
半
年
（
平
成
25
年

１
月
31
日
）
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
鳥

取
県
西
部
地
区
の
状
況
と
し
ま
し
て
は
、

猶
予
期
限
ま
で
に
措
置
が
必
要
な
施
設
の

う
ち
、
約
20
％
が
措
置
を
終
え
て
い
る
状

況
（
平
成
24
年
７
月
31
日
時
点
）
で
す
。

　

全
国
的
に
老
朽
化
し
た
地
下
タ
ン
ク
か

ら
の
漏
え
い
事
故
が
多
数
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
下
タ
ン
ク
を
保
有
す
る
事

業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
早
急
な
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
ご
相
談
は
、
消
防
局
予
防
課

危
険
物
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
電
話　

０
８
５
９—

３
５—

１
９
５
５
）

　

全
国
の
危
険
物
施
設
に
お
け
る
火
災
及

び
流
出
事
故
の
合
計
件
数
は
平
成
19
年

の
６
０
３
件
（
火
災
１
６
９
件
、
流
出

４
３
４
件
）
を
ピ
ー
ク
と
し
、
２
年
連
続

で
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
、

23
年
と
事
故
件
数
は
増
加
し
ま
し
た
。
平

成
23
年
中
（
平
成
23
年
１
月
１
日
～
12
月

31
日
）
の
事
故
件
数
に
つ
い
て
は
、
火
災

事
故
が
１
８
９
件
（
前
年
１
７
９
件
）、
流

出
事
故
が
３
６
９
件
（
前
年
３
５
７
件
）

で
合
計
５
８
５
件
（
前
年
５
３
６
件
）
と

前
年
に
比
べ
て
49
件
増
加
し
ま
し
た
。
事

故
発
生
件
数
は
近
年
高
い
水
準
で
推
移
し

て
お
り
、
平
成
元
年
以
降
事
故
が
最
も
少

な
か
っ
た
平
成
６
年
と
比
べ
る
と
、
危
険

物
施
設
数
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
事
故
発
生
件
数
は
２
倍
以
上

に
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

火
災
事
故
の
発
生
原
因
に
あ
っ
て
は
、

人
的
要
因
が
57
・
２
％
（
１
０
８
件
）
で

最
も
高
く
、
次
い
で
、
物
的
要
因
が
23
・

８
％
（
45
件
）、
そ
の
他
の
要
因
（
不
明
及

び
調
査
中
を
含
む
。）
が
19
・
０
％
（
36
件
）

の
順
と
な
っ
て
お
り
、
維
持
管
理
不
十
分
、

操
作
確
認
不
十
分
及
び
操
作
未
実
施
と
い

う
人
的
要
因
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

流
出
事
故
の
発
生
原
因
に
あ
っ
て
は
、

物
的
要
因
が
52
・
５
％
（
２
０
８
件
）
で

最
も
高
く
、次
い
で
、人
的
要
因
が
37
・
６
％

（
１
４
９
件
）、
そ
の
他
の
要
因
（
不
明
及

び
調
査
中
を
含
む)

が
９
・
９
％
（
39
件
）

の
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
内
訳
と
し
ま

し
て
は
、腐
食
等
劣
化
が
34
・
８
％
（
１
３
８

件
）
で
最
も
高
く
、
次
い
で
、
操
作
確
認

不
十
分
が
11
・
１
％
（
44
件
）、
維
持
管
理

不
十
分
が
10
・
１
％
（
40
件
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
危
険
物
施
設
を
保
有

す
る
施
設
に
あ
っ
て
は
、
取
り
扱
う
従
業

員
に
対
し
て
の
教
育
等
の
徹
底
及
び
施
設

老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
の
徹
底
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
西
部
地
区
に
お
け

る
流
出
事
故
の
発
生
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

平
成
23
年
中
の
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地
下
タ
ン
ク

  

改
修
期
限
、
せ
ま
る
！

地
下
タ
ン
ク

  

改
修
期
限
、
せ
ま
る
！

地
下
タ
ン
ク

  

改
修
期
限
、
せ
ま
る
！

地下タンク措置状況
（平成24年７月31日現在）

措置済み
20％

未措置
80％
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平成24年上半期　西部消防局管内の火災概要平成24年上半期　西部消防局管内の火災概要平成24年上半期　西部消防局管内の火災概要平成24年上半期　西部消防局管内の火災概要

複合ビル（雑居ビル等）における防火・防災管理体制の強化

建物火災焼損程度火災の内訳

建物火災
68％（38件）

その他火災
27％（15件）

車両火災
５％（３件）

ぼや
44％（23件）部分焼

31％（15件）

全焼
19％（９件）

半焼
６％（３件）

　

平
成
24
年
上
半
期
の
火
災
発

生
件
数
は
56
件
で
、
前
年
に
比

べ
２
件
（
３
・
５
％
）
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

火
災
種
別
の
構
成
比
率
を

み
ま
す
と
、
建
物
火
災
が
38
件

（
68
％
）
と
最
も
高
い
比
率
を
占

め
、
次
い
で
、
枯
れ
草
火
災
な

ど
の
そ
の
他
火
災
15
件（
27
％
）、

車
両
火
災
３
件（
５
％
）と
続
き
、

前
年
に
比
べ
建
物
火
災
は
４
件
、

そ
の
他
火
災
は
２
件
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

火
災
原
因
で
は
、「
放
火
」
が

６
件
と
最
も
多
く
、次
い
で
「
た

ば
こ
」、「
こ
ん
ろ
」、「
火
入
れ
」

が
５
件
、「
た
き
火
」
の
４
件
が

上
位
を
し
め
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
者
は
、
昨
年

同
時
期
の
７
人
か
ら
２
人
と
大

幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の

死
者
の
発
生
原
因
は
、
逃
げ
遅

れ
及
び
不
明
・
調
査
中
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
昨
年

同
期
の
９
人
か
ら
12
人
に
増
加

し
て
お
り
、
負
傷
者
の
発
生
原

因
は
、
初
期
消
火
の
際
に
７
人
、

避
難
す
る
時
に
１
人
、
作
業
中

に
２
人
、
そ
の
他
２
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

大
規
模
・
高
層
ビ
ル
を
中
心
に
ビ
ル
全
体
の
防
災
管
理
を
強
化
す
る
必
要
性

が
高
ま
る
と
と
も
に
、
近
年
、
建
築
物
全
体
の
防
火
管
理
体
制
が
あ
い
ま
い
な

雑
居
ビ
ル
等
を
中
心
と
し
て
多
数
の
死
者
を
伴
う
火
災
被
害
が
頻
発
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
等
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
24
年
６
月
、
消
防
法
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

一
定
規
模
以
上
の
複
合
ビ
ル
（
雑
居
ビ
ル
）
に
つ
い
て
、
建
築
物
全
体
の
防

火
管
理
業
務
を
行
う
「
統
括
防
火
管
理
者
」
の
選
任
を
義
務
づ
け
、
統
括
防
火

管
理
者
に
対
し
て
各
防
火
管
理
者
へ
の
指
示
権
が
付
与
さ
れ
、
ビ
ル
内
の
防
火

管
理
業
務
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
（
平
成
26
年
４
月
１
日
施
行
）

【
規
制
さ
れ
る
例
】

　
　

①
高
さ
31
ｍ
を
超
え
る
複
合
ビ
ル

　
　

②
５
階
建
て
以
上
の
複
合
ビ
ル　

な
ど
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平
成
24
年
度
試
験
・
講
習
会
情
報

住宅用火災警報器は設置してありますか？

平成23年度
危険物取扱者試験　結果報告

平成24年度
危険物取扱者試験　結果報告

　

住
宅
の
寝
室
及
び
階
段
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
が
行
っ
た
設
置
状
況
調
査（
平
成
23
年

11
月
調
査
）に
よ
る
と
鳥
取
県
の
平
均
設
置
率
が

74
．６
％
で
、鳥
取
県
西
部
地
区
は
74
．３
％
で
し

た
。ま
だ
県
内
の
約
４
分
の
１
の
家
庭
が
未
設
置

で
す
。

　

住
宅
用
警
報
器
は
、住
宅
火
災
に
お
い
て
家
族

の
命
を
守
る
重
要
な
設
備
で
す
。

　

会
員
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、社
員
・
職

員
へ
の
設
置
促
進
に
つ
い
て
啓
発
を
お
願
い
し

ま
す
。

県
平
均

0

20

40

60

80

100

江
府
町

大
山
町

南
部
町

日
吉
津
村

米
子
市

日
野
町

日
南
町

伯
耆
町

境
港
市

87.8 84.5
75.5 74.2 72.0 72.0 70.6 67.6 64.9

【住宅用火災警報器の設置率 （％）】

（※鳥取県調査データより）

74.6

◆
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

【
第
２
回
】

　

平
成
24
年
９
月
19
日
㈬
～
20
日
㈭

【
受
付
期
間
】

　

９
月
３
日
～
９
月
12
日

【
第
３
回
】

　

平
成
24
年
11
月
28
日
㈬
～
29
日
㈭

【
受
付
期
間
】

　

11
月
２
日
～
11
月
15
日

◆
甲
種
防
火
管
理
・
防
災
管
理
新
規
講
習

　
（
併
催
講
習
）

【
講
習
日
】

　

平
成
24
年
９
月
11
日
㈫
～
12
日
㈬

【
受
付
期
間
】

　

８
月
17
日
～
８
月
30
日

◆
甲
種
防
火
管
理
再
講
習

【
講
習
日
】

　

平
成
24
年
11
月
６
日
㈫

【
受
付
期
間
】

　

10
月
15
日
～
10
月
26
日

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験

【
試
験
（
試
験
種
類
）】

　

平
成
24
年
11
月
４
日
㈰

（
甲
種
・
乙
種
・
丙
種
）

※
試
験
（
書
面
）
の
受
付
期
間

　

９
月
10
日
～
９
月
24
日
（
電
子
申
請
は
３	

　

日
前
）

◆
準
備
講
習
会

　

乙
４　

平
成
24
年
10
月
９
日
㈫
～
11
日
㈭

　

丙　
　

平
成
24
年
10
月
12
日
㈮

※
準
備
講
習
会
の
受
付
期
間
は
、
試
験
の
受	

　

付
期
間
と
同
じ

事務局よりお知らせ
この度、協会ホームページをリニューアルしましたので、お知らせいたします。
　　ホームページアドレス：http://www.y-fpsa.jpn.org/

また、メールアドレスも変更になりましたので、併せてお知らせいたします。
　　メールアドレス：y-fpsa@yonago-kyokai.sakura.ne.jp

なお、協会事務局の住所、電話・FAX番号の変更はございません。

乙４ 合格率 丙 合格率
講習受講者 45.4％ 50.0％
鳥取県平均 28.6％ 55.9％

乙４ 合格率 丙 合格率
講習受講者 60.8％ 受講者なし
鳥取県平均 29.3％

乙４ 合格率 丙 合格率
講習受講者 41.7％ 受講者なし
鳥取県平均 30.7％

乙４ 合格率 丙 合格率
講習受講者 62.5％ 受講者なし
鳥取県平均 29.8％

★第１回

★第２回

★第３回

★第１回


